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フ
水
平
二
年
丹
波
国
牒
」の
北
円
且
口
小

ー
ー
条
里
坪
付
の
展
開
|
|

梅

キす

器
同

は
じ
め
に

本
稿
で
扱
う
「
承
平
二
年
丹
波
国
牒
」
は

一
O
世
紀
前
期
に
お
け
る
百
姓
名
の
初
見
史
料
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
平
安
時

代
の
経
済
社
会
の
段
階
を
画
し
た
「
百
姓
名
」
成
立
を
究
明
す
る
子
掛
か
り
と
し
て
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
、
ま
た
一

O

(
1
)
 

世
紀
初
頭
の
収
取
関
係
を
示
す
史
料
と
し
て
早
く
か
ら
精
査
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
に
細
部
に
い
た
る
ま
で
解
明
さ
れ
て

(2) 

す
で
に
論
ず
る
余
地
は
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
前
稿
を
執
筆
す
る
な
か
で
再
度
読
み
返
す
う
ち
、
多
少
論
ず
る
余
地
も
あ
る
か
も

知
れ
な
い
と
感
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
、
本
史
料
を
分
析
の
対
象
に
選
ぴ
、
い
ま
考
え
て
い
る
点
を
率
直
に
提
示
し
て
諸

賢
の
批
判
に
供
し
て
み
た
い
と
思
う
。
ま
ず
最
初
に
、
研
究
史
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
史
料
の
読
み
方
を
示
し
、
そ
の
成
立
の
背
景
に
あ

る
「
坪
付
」
の
意
味
を
考
え
る
と
い
う
手
順
を
と
っ
て
み
た
い
。

1 



2 

一
、
本
史
料
の
釈
読

(
3
)
 

史
料
①
丹
波
国
牒

「
丹
波
国
返
牒
」

丹
波
国
牒

東
寺
伝
法
供
家
街

多
紀
郡
大
山
庄
預
僧
平
秀
・
勢
豊
等
稲
之
状

牒
、
衝
去
八
月
十
一
日
牒
九
月
九
日
到
来
倍
、
云
云
者
、

円H
ド
H目
リ
L
M
M

H
H
M
H
R
ド
骨
量
し

彼
郡
調
物
使
蔭
孫
藤
原
高
枝
申
云
、
余
部
郷
専
当
検
校
日
置
貞

良
申
云
、
件
郷
本
自
無
地
、
百
姓
口
分
班
給
在
地
郷
郷
、
因
革
当

郷
調
絹
、
為
例
付
徴
郷
郷
堪
百
姓
等
名
、
方
今
平
秀
等
身
堪
同

俗
、
加
之
年
来
依
成
申
件
調
絹
、
付
申
播
本
帳
平
秀
一
・
勢
豊
等
名

各
二
丈
者
、
為
令
弁
進
件
絹
、
罷
向
平
秀
等
私
宅
、
而
遁
隠
山
野
、

不
曾
相
弁
、
伺
件
絹
弁
進
之
問
、
各
稲
二
百
束
許
検
封
、
今
須
弁

進
彼
絹
之
後
可
開
免
件
稲
者
、
乞
也
察
状
、
以
牒
、

承
平
二
年
九
月
廿
二
日

権
大
目
長
率

(
九
三
二
)

守
藤
原
朝
臣
「
忠
文
」

権
掠
山
田



介
藤
原
朝
臣

大
目
秦

権
介
藤
原
朝
臣

O

「
丹
波
国
印
」
二
十
六

史
料
の
大
意
に
つ
い
て
は
、
先
行
学
説
に
お
い
て
も
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
承
平
五
年
(
九
三
五
)

(
4
)
 

の
東
寺
伝
法
供
家
牒
を
参
考
に

し
つ
つ
、
私
な
り
の
整
理
を
示
す
と
次
の
よ
う
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「承平二年丹波国牒」の背景

①
本
牒
は
、
東
寺
伝
法
供
家
が
国
庁
に
郡
使
ら
が
寺
稲
二
O
O
束
を
検
討
し
た
事
情
の
説
明
を
求
め
た
寺
牒
に
対
し
て
、
国
司
側
か
ら

回
答
し
た
文
書
(
返
牒
)
で
あ
る
。

②
丹
波
国
司
は
、
東
寺
伝
法
供
{
永
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
て
、
事
情
を
調
査
す
る
た
め
、
任
に
当
た
っ
た
多
紀
郡
調
物
使
藤
原
高

校
に
報
告
を
求
め
、
高
枝
は
余
部
郷
専
当
検
校
日
置
貞
良
の
措
置
を
も
と
に
国
司
に
回
答
し
た
も
の
で
あ
る
。

③
高
枝
の
報
告
に
よ
る
と
、
貞
良
の
説
明
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

i

余
部
郷
は
も
と
か
ら
「
無
地
」
で
あ
り
、
百
姓
の
日
分
は
「
在
地
郷
郷
」
に
班
給
し
で
あ
っ
た
。

日
立
こ
れ
に
よ
り
、
余
部
郷
に
課
さ
れ
る
調
絹
は
、
先
例
に
よ
っ
て
「
郷
郷
堪
百
姓
等
名
」
に
付
徴
し
で
あ
っ
た
。

'
i
、•. 
z

、

引L
'
u
v一
-
c

平
秀
ら
は

(
東
寺
に
属
し
、
僧
形
な
ど
で
あ
っ
て
も
、
)
俗
人
と
し
て
慣
習
に
従
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

-
Wか
れ
ら
は
、
以
前
か
ら
調
絹
を
貢
納
し
て
い
た
と
し
て

「
播
本
帳
」
な
る
帳
簿
に
名
前
が
登
録
さ
れ
、
平
秀
や
勢
豊
ら
の
名
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
絹
二
丈
の
負
担
を
し
て
い
た
。

④
以
上
の
専
当
貞
良
の
報
告
を
受
け
て

(
郡
調
物
使
が
)
調
絹
を
弁
進
さ
せ
る
た
め
、
平
秀
ら
の
私
宅
に
出
向
い
た
と
こ
ろ
、
台、

れ

3 

ら
は
山
野
に
隠
れ
て
弁
済
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
、
平
秀
ら
の
保
管
し
て
い
た
稲
二O
O

束
ほ
ど
を
検
討
し
た
。
か
れ
ら
の
絹
を



4 

弁
進
し
た
後
に
、
(
検
封
の
)
稲
は
封
を
開
い
て
東
寺
伝
法
供
家
の
も
の
に
な
る
と
、
郡
使
は
国
司
に
上
申
し
た
。

⑤
そ
こ
で
、
国
司
は
こ
う
し
た
報
告
が
あ
っ
た
旨
を
東
寺
伝
法
供
家
に
連
絡
し
て
了
解
を
求
め
た
。

そ
の
結
果
、
の
ち
に
東
寺
か
ら
改
め
て
国
街
へ
免
除
の
申
請
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

概
略
、
以
上
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
に
は
次
の
よ
う
な
留
意
点
が
加
え
ら
れ
よ
う
。

(
一
)
③i
の
「
件
郷
本
自
無
地
、
百
姓
口
分
班
給
在
地
郷
郷
」
の
箇
所
は

つ
づ
く
「
当
郷
調
絹
、
為
例
付
徴
郷
郷
堪
百
姓
等
名
」

の
収
取
方
式
を
説
く
た
め
の
前
量
文
に
当
た
る
部
分
と
思
わ
れ
、
表
現
の
上
で
、
余
部
郷
の
「
無
地
」
と
百
姓
口
分
田
の
「
在
地

郷
々
」
と
が
対
比
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

(
二
)
文
中
、
郷
専
当
高
校
か
ら
の
説
明
で
は
、
大
山
庄
預
平
秀
・
勢
豊
へ
の
調
絹
の
負
担
は
、
す
で
に
先
例
が
あ
り
、
貢
納
を
行
つ

て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
、
彼
ら
も
こ
の
事
件
以
前
に
そ
れ
ら
の
負
担
に
応
じ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
寺
側
の

主
張
で
は
庄
頂
と
庄
子
は
先
例
に
よ
り
免
除
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

(
三
)
後
の
伝
法
供
家
牒
に
み
る
庄
の
解
状
で
は
、
負
担
は
調
絹
だ
け
で
な
く
、
交
易
雑
物
や
国
佃
料
、
雑
役
な
ど
諸
多
の
由
来
を
も

つ
臨
時
雑
役
を
内
容
と
し
て
い
て
、
日
分
田
の
請
け
負
い
に
は
律
令
的
租
税
を
名
目
と
す
る
多
様
な
税
目
の
貢
納
を
含
ん
で
い
た
。

(
四
)
平
秀
・
勢
豊
ら
が
調
絹
を
忌
避
し
た
行
動
の
背
景
に
は
、
大
山
圧
預
と
し
て
の
免
除
特
権
を
楯
に
と
っ
た
抵
抗
が
あ
り
、
ま
た

「
云
々
」
と
省
略
さ
れ
た
部
分
は
、
か
れ
ら
自
身
が
東
大
寺
へ
の
訴
え
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
整
理
か
ら
、
論
点
は
、
郡
司
の
報
告
と
寺
の
説
明
と
の
担
額
の
な
か
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
堪
百
姓
と
し
て
の
口
分
田

請
作
を
調
絹
の
負
担
の
根
拠
と
す
る
国
庁
側
と
、
庄
預
・
庄
子
の
臨
時
雑
役
免
除
を
先
例
と
し
て
免
除
を
主
張
す
る
東
寺
側
と
の
見
解



が
大
き
く
ず
れ
て
い
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
。

従
っ
て
、
本
文
書
の
理
解
に
お
い
て
は
、
③
貞
良
の
報
告
中
の
「
無
地
」
「
在
地
」
の
解
釈
が
、
免
除
か
否
か
を
判
断
す
る
焦
点
と
な

る
そ
こ
で
両
者
の
用
法
に
つ
い
て
、
他
の
史
料
を
参
酌
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
が
、
そ
の
前
に
改
め
て
先
行
学
説
を
通
観
す
る
と
、

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
違
は
あ
れ
、
多
く
が
調
絹
を
負
担
す
る

一
九
四
0
年
代
に
始
ま
り
九
0
年
代
ま
で
の
代
表
的
論
説
に
お
い
て
、

「承乎二年丹波国牒」の背景

「
名
」
を
論
じ
て
、
「
件
郷
本
自
無
地
」
を
「
元
来
、
余
部
郷
に
土
地
が
な
か
っ
た
」
。
「
在
地
郷
郷
」
を
「
土
地
(
こ
の
場
合
は
口
分

(
5
}
 

田
)
が
あ
る
近
隣
の
諸
郷
」
な
ど
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
無
地
」
は
、
「
余
部
」
で
あ
る
た
め
に
瑳
給
す
べ

き
「
土
地
(
田
地
)
の
な
い
」
。
ま
た
「
在
地
」
は
逆
に
口
分
田
を
支
給
す
べ
き
「
土
地
が
あ
る
」
と
の
意
味
に
解
さ
れ
て
き
た
。

つ
ま
り
、
余
部
郷
で
は
日
分
田
に
該
当
す
る
土
地
が
な
い
た
め
証
給
が
不
可
能
か
、
ま
た
は
困
難
で
、
珪
給
の
土
地
に
余
裕
の
あ
る

「
在
地
郷
郷
」
に
お
い
て
、
百
姓
名
に
調
絹
を
課
す
る
新
し
い
収
取
方
式
が
採
用
さ
れ
た
と
い
う
の
が
主
な
理
解
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

奈
良
時
代
の
事
例
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
荘
田
が
郷
な
ど
の
行
政
区
を
越
え
て
班
給
さ
れ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
こ
と
で
、

特
定
の
郷
に
土
地
が
な
く
と
も
近
隣
の
郷
に
あ
れ
ば
涯
田
は
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
時
期
は
も
は
や
班
回
自
体
が
前
代
ほ

ど
厳
格
に
行
わ
れ
τ

い
る
と
は
思
え
な
い
か
ら
、
郷
を
単
位
と
し
て
口
分
回
の
確
保
が
な
さ
れ
た
と
い
う
想
定
自
体
が
疑
わ
し
い
。
も

し
大
方
の
説
の
よ
う
に
「
在
地
・
無
地
」
を
「
土
地
の
有
無
」
と
解
す
る
と
、
後
段
の
調
絹
を
負
担
す
る
「
百
姓
名
」
と
の
関
連
が
見

失
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
加
え
て
、
「
在
京
」
や
「
在
国
」
、
「
在
村
」
な
ど
類
似
の
成
語
と
比
較
し
て
も
、
「
在
地
」
を
「
土
地
が
あ

5 

る
」
と
解
釈
す
る
の
は
や
は
り
不
自
然
で
あ
り
、
別
の
解
釈
を
加
え
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。

(6) 

か
つ
て
原
秀
三
郎
が
加
え
て
い
た
説
明
で
あ
る
。
氏
は
、
村
井
康
彦
・
戸
田
芳
実
ら
の
、
「
有
力

こ
こ
で
注
目
し
て
み
た
い
の
が
、
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農
民
」
の
調
絹
納
入
説
や
、
調
庸
請
負
人
と
し
て
の
富
豪
層
説
な
ど
に
疑
義
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
こ
れ
ら
の
解
釈
に
は
大
切
な
点
が

看
過
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
郷
々
に
散
在
し
た
余
部
郷
農
民
の
口
分
回
は
誰
が
耕
作
し
て
い
た
か
が
問
題
で
あ
る
と
し
て
、

余
部
郷
の
農
民
に
斑
給
さ
れ
た
口
分
田
は
、
実
際
に
口
分
田
主
に
よ
り
耕
作
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
実
質
的
に
は
「
公
田
」
と
し

て
賃
租
に
出
さ
れ
て
お
り
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
請
作
し
て
い
た
の
が
郷
々
の
百
姓
等
で
あ
り
、
実
際
に
口
分
田
を
耕
営
す
る
者
に
調

絹
を
課
し
、
余
部
郷
農
民
の
日
分
田
を
請
作
し
て
い
た
農
民
が
「
堪
百
姓
」
で
あ
る
、

と
の
解
釈
を
与
え
て
い
た
。

氏
の
見
解
は
発
表
当
時
に
も
っ
と
深
め
る
べ
き
問
題
を
含
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
何
故
か
、
前
出
の
見
解
が
現
在
に
至
る
通
説

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
私
は
、
こ
の
原
説
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
本
文
書
の
主
旨
が
、
丹
波
国
街
が
東
大
寺
に
稲
検
封
の

事
情
を
説
明
す
る
た
め
の
あ
る
種
の
回
答
書
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
上
で
、
平
秀
ら
が
本
貫
は
余
部
郷
に
属
し
つ
つ
、
他
郷
の
口
分

田
の
請
作
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
原
の
解
釈
が
正
当
と
考
え
る
。
た
だ
し
そ
れ
ら
を
賃
租
関
係
に
限
定
し
て
理
解
す
る

必
要
は
な
く
、
堪
百
姓
が
実
耕
作
者
と
し
て
調
絹
を
負
担
す
る
者
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
と
解
釈
し
た
い
。

つ
ま
り
、
こ
の
一
O
世
紀
前
期
で
は
、
前
代
の
口
分
田
の
賃
租
経
営
の
段
階
を
脱
し
、
口
分
回
を
含
む
公
田
は
請
作
に
出
さ
れ
て
い

て
、
そ
れ
ら
を
請
け
負
う
百
姓
が
実
耕
作
者
を
示
す
「
名
」
に
組
織
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
そ
の
実
態
で
あ
っ
た
。
先
に
口
分
田
に

該
当
す
る
土
地
が
あ
る
と
し
た
郷
に
お
い
て
、
百
姓
を
「
名
」
と
し
て
登
録
し
て
い
た
の
は
、お
そ
ら
く
郡
郷
ご
と
に
作
成
さ
れ
て
い

た
「
公
団
坪
付
帳
」
様
の
文
書
で
あ
っ
て
、
坪
内
の
一
筆
ご
と
に
特
定
の
百
姓
を
定
め
、
こ
れ
ら
を
国
衝
は
百
姓
の
「
名
前
」
で
把
握

し
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
坪
付
文
書
を
丹
波
固
で
は
「
播
本
帳
」
と
称
し
て
い
た
と
理
解
し
た
い
。
つ
ま
り
、
本
史
料
で
言
う
前
段
の
余

部
郷
専
当
日
置
貞
具
の
説
明
す
る
「
在
地
」
認
定
と
、
後
段
の
播
本
帳
の
平
秀
ら
の
名
に
調
二
丈
を
付
し
た
と
い
う
の
は
一
連
の
行
政

過
程
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
文
脈
を
解
く
鍵
が
、
「
無
地
」
「
在
地
」
の
解
釈
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。



説
明
を
簡
略
に
す
る
た
め
に
、
前
以
で
結
論
を
述
べ
る
と
、
私
は
、
こ
れ
ら
「
無
地
」
「
在
地
」
を
、
「
一

O
世
紀
に
郡
郷
の
新
た
な

土
地
支
配
が
進
め
ら
れ
る
な
か
で
坪
付
様
文
書
の
上
に
特
定
の
事
項
を
記
す
必
要
か
ら
生
れ
た
土
地
関
係
注
記
で
あ
る
」
と
解
し
た
い

と
思
う
。
他
の
事
例
を
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
「
在
地
」
に
関
す
る
代
表
的
事
例
三
つ
を
挙
げ
る
。

(7) 

大
和
国
今
木
荘
坪
付
解

史
料
②

寛
弘
九
年
(
一

O

二
一
)
三
月
十
一
日

し
ば
し
ば
先
行
研
究
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
以
前
の
拙
稿
に
も
掲
出
し
た
、
大
和
国
添
上
郡
今
木
庄
の
「
在
地
」
の
表
示
で
あ
る
の
で

「承平二年丹波国牒」の背景

史
料
の
引
用
は
省
略
す
る
。
(
以
下
同
じ
)
東
大
寺
大
僧
正
雅
慶
の
房
領
に
関
し
て
、
雅
慶
は
本
郡
の
郡
司
と
刀
祢
に
対
し
、
立
券
の

支
証
と
す
る
た
め
坪
付
注
文
の
作
成
を
要
求
し
た
の
に
応
え
て
、
か
れ
ら
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
が
本
史
料
で
あ
る
。
「
在
地
」
が
房

領
の
所
在
し
た
坪
ご
と
に
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
以
前
に
も
説
明
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
房
領
主
・
雅
慶
は
本
文
書
に
よ
っ
て
、

東
大
寺
春
日
庄
や
地
元
の
蒐
足
社
と
の
相
論
に
備
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
雅
慶
が
派
遣
し
た
使
者
の
帯
同
し
た
文
書

に
基
づ
き
、
現
地
に
臨
ん
で
郡
可
・
万
祢
ら
が
作
成
し
た
坪
付
文
書
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
寛
弘
九
年
(
一
O

二
一
)
と

v

検
討

史
料
①
か
ら
は
や
や
時
期
が
下
る
も
の
の
、
当
時
の
領
主
が
坪
付
勘
注
に
よ
る
証
明
を
不
可
欠
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
ま
た
「
在

地
」
の
典
型
的
な
用
法
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

史
料
③

大
和
国
僧
某
家
地
売
券
案
)

永
保
二
年
(
一
O
八
二
)
五
月
七
日

大
和
国
高
市
郡
に
所
在
す
る
家
地
二
町
を
、
弟
子
僧
が
下
向
す
る
際
に
か
か
っ
た
費
用
を
弁
ず
る
出
挙
物
に
よ
り
獲
得
、
伝
領
し
た

い
ま
造
仏
造
作
料
に
充
て
る
た
め
、
絹
三
O
O
疋
で
興
福
寺
僧
慶
義
に
売
与
し
よ
う
と
し
、
そ
の
証
に
、
売
買
者
と
と
も
に

も
の
で
、

7 

万
祢
ら
の
署
名
を
付
し
て
立
券
を
申
請
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
や
や
手
控
え
的
な
印
象
が
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
家
地
の
存
す
る
、
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一
里
三
三
坪
と
二
里
五
坪
に
つ
い
て
の
み
「
在
地
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
坪
付
上
の
「
在
地
」
注
記
が
、
家
地
の
確

認
に
伴
い
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
本
坪
付
か
ら
「
在
地
」
の
汐
地
。
は
、
「
地
の
在
る
」
や
「
地
が
在
る
」
の
よ
う
に
主

語
と
し
て
で
は
な
く
、
「
地
に
在
る
」
と
目
的
語
に
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
思
う
。

こ
こ
で
、
以
上
の
よ
う
な
坪
付
上
の
「
在
地
」
表
示
と
、

承
平
二
年
牒
の
「
在
地
郷
々
」
な
ど
、
行
政
組
織
に
冠
せ
ら
れ
る
用
法
と

そ
れ
ら
は
公
証
を
担
う
機
関
を
特
に
明
示
す
る
目
的
で
付
し
た
も
の
で
、
「
在
地
+
行

(
9
)
 

政
組
織
名
」
と
向
性
質
の
用
語
と
し
て
理
解
で
き
る
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
節
の
最
後
に
論
及
す
る
。

の
差
異
を
問
題
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、

と
も
あ
れ
、
「
在
地
」
と
は
、
文
字
通
り
、
土
地
の
所
在
表
示
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
「
土
地
が
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
捉
え

る
の
は
困
難
で
あ
る
。

史
料
⑤

次
に
「
無
地
」
の
事
例
で
あ
る
が
、
管
見
の
範
囲
で
は
次
の
よ
う
な
事
例
が
見
出
さ
れ
た
。

(
日
)

困
幡
国
高
庭
荘
検
田
帳
案

(
表
題
)
「
東
大
寺
因
幡
国
高
庭
庄
券
第
二
坪
付
」

口
(
東
)
大
寺
高
庭
庄
団
地
七
十
三
町
余

口
口
(
天
平
)
勝
宝
七
年
図
注

(
中
略
)

北
七
条
大
坊
里

一
坪
九
段
百
廿
歩
〈
公
団
〉

二
坪
四
段
〈
神
雄
子
治
二
段

神
国
足
治
二
段
〉

三
坪
一
段
二
百
十
六
歩
〈
海
部
人
丸
治
〉

四
坪
〈
元
図
〉



八
坪
〈
充
図
v

十
坪
〈
元
地
〉

九
坪
一
段
百
四
十
四
歩
〈
錦
部
志
奈
布
女
治
〉

十
六
坪
一
段
〈
公
田
〉

十
五
坪
五
段
〈
語
部
弘
依
女
治
三
段
治

海
部
弘
刀
自
女
治
二
段
〉

北
八
条
萎
田
里
北
里
外

十
七
坪
二
百
十
六
歩
〈
乗
田
〉

「承平二年丹波国牒」の背景

一
坪
〈
元
地
〉

宝
亀
四
年
(
中
略
)

弘
仁
十
四
年
(
中
略
)

嘉
祥
三
年
図
帳
(
中
略
)

三
坪
〈
元
地
v

廿
八
坪
〈
元
地
〉

延
喜
五
年
九
月
十
日
勘
書
生
諸
方
豊
則

9 

守
当
麻
真
人
春
助

阿
万
春
里

占
へ
(
部
V

伊
勢
安
秀

朝
集
使
日
下
へ
(
部
)

税
頭
口
問
治
助
益

使
大
目
阿
問

権
接
紀
朝
臣
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介
橘
朝
臣

操
藤
原
朝
臣

大
目
阿
悶

小
目
麻
田
連

東
大
寺
高
庭
庄
田
七
三
町
余
の
所
在
を
、
因
幡
国
庁
で
図
上
の
坪
ご
と
に
天
平
勝
宝
七
年
、
宝
亀
四
年
、弘
仁
一
四
年
、
嘉
祥
三
年

の
各
図
に
つ
き
照
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
う
ち
天
平
勝
宝
図
と
宝
亀
図
の
複
数
の
坪
に
お
い
て
「
無
地
」
の
記
入
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
は
東
大
寺
か
ら
提
出
の
寺
田
籍
を
各
図
に
つ
い
て
、
東
大
寺
田
、
治
田
、
公
田
、

口
分
間
、
他
の
寺
田
な
ど
の
記
載
が
あ
る
な
か
に

見
ら
れ
、
し
か
も
天
平
勝
宝
図
で
は
、
北
八
条
の
一
・
三
・
二
八
の
各
坪
、
宝
亀
図
(
省
略
)で
は
、
北
七
条
の
四
・
五
・
一
七
の
各

坪
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
全
く
別
の
地
を
指
し
て
い
る
。
前
者
は
宝
亀
図
で
そ
れ
ぞ
れ
「
不
注
図
、山

山
」
、
弘
仁
図
で
「
藤

原
藤
継
治
(
田
)
、
藤
原
藤
継
治
(
一
七
坪
の
記
載
な
し
)
」
、
嘉
祥
図
で
「
藤
原
藤
継
治
、
同
藤
継
治
、
同
藤
継
治
」
、

と
変
化
し
て
お

り
、
当
初
、
「
無
地
」
で
あ
っ
た
土
地
が
治
固
化
し
て
い
っ
た
様
子
が
伺
わ
れ
る
。
ま
た
、
後
者
は
、以
前
の
天
平
勝
宝
図
で
「
充
図
、

元
地
、
乗
回
」
で
あ
っ
た
の
が
、
弘
仁
図
で
「
藤
原
縄
主
治
、
河
辺
、
藤
原
縄
主
治
」
、
嘉
祥
図
で
「
(
す
べ
て
)
藤
原
縄
主
治
」
と
あ

り
、
こ
れ
も
治
田
化
の
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
く
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
か
ら
坪
付
上
の
「
無
地
」
は
、
治
田
に
な
る
以
前
の
特
定
の

国
主
の
決
ま
っ
て
い
な
い
状
態
の
土
地
を
指
し
た
語
句
と
推
定
さ
れ
る
。
寺
田
や
治
固
な
ど
の
書
き
込
み
は
、
国
庁
に
寄
せ
ら
れ
た
田

籍
を
も
と
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
「
無
地
」
は(
支
証
的
書
類
に
)
対
勘
す
べ
き
も
の
が
な
い
土
地
、
特
定
の
用
途
に
定
ま
ら
な

い
状
態
の
土
地
で
、
具
体
的
に
は
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
荒
廃
地
や
未
利
用
の
空
閑
地
な
ど
を
意
味
し
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
史
料
を
踏
ま
え
た
上
で
、
「
承
平
二
年
丹
波
国
牒
」
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
い
。



ま
ず
、
承
平
二
年
丹
波
国
牒
の
「
無
地
」
は
、
余
部
郷
の
坪
付
勘
注
記
に
、
堪
百
姓
が
請
け
負
う
日
分
田
の
田
種
が
な
く
、
調
絹
を

貢
納
す
る
条
件
が
な
か
っ
た
こ
と
を
こ
の
よ
う
に
表
現
し
た
も
の
と
考
え
る
。

つ
ま
り
、
余
部
郷
で
は
元
来
、
口
分
田
に
当
て
ら
れ
る

べ
き
土
地
が
郡
郷
の
帳
簿
上
で
「
無
地
」
と
さ
れ
て
お
り
、
該
当
す
る
土
地
が
所
在
し
な
い
た
め
、
坪
付
上
に
「
在
地
」
記
載
の
あ
る

複
数
の
郷
で
口
分
間
を
班
給
し
、
余
部
郷
が
負
担
す
べ
き
調
絹
を
耕
作
者
の
堪
百
姓
の
名
に
請
け
負
わ
せ
、
ま
た
平
秀
ら
も
以
前
か
ら

そ
れ
ら
の
負
担
を
請
け
負
っ
て
い
た
。
し
か
る
に
、
今
回
、
彼
ら
は
庄
預
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
を
口
実
に
調
輔
の
貫
担
を
忌
避
し
た
た

「承平二年丹波国牒」の背景

め
彼
ら
の
保
管
じ
て
い
た
稲
二
O
O

束
を
封
じ
た
、
と
郡
司
は
報
告
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

即
ち
、
後
段
の
「
付
徴
郷
郷
堪
百
姓
等
名
」
か
ら
推
論
し
、
「
無
地
」
「
在
地
」
は
、
坪
付
ご
と
に
請
作
能
力
を
も
っ
百
姓
を
定
め
た

「
坪
付
注
文
」
様
文
書
の
注
記
に
由
来
す
る
も
の
で
、
こ
の
場
合
は
、口
分
田
の
請
作
に
対
応
す
る
調
絹
を
徴
収
す
る
郡
調
物
使
の
収

取
活
動
に
連
動
し
た
、
あ
る
種
の
グ
土
地
行
政
の
手
続
き
上
の
語
句a
に
由
来
す
る
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

平
安
時
代
中
期
に
は
、
耕
作
の
請
負
に
堪
え
う
る
「
堪
百
姓
」
層
が
公
領
と
荘
領
と
を
問
わ
ず
、
耕
作
や
賦
役
負
担
の
主
体
と
な
っ

て
い
て
、
国
衝
の
田
所
に
「
負
名
」
と
し
て
登
録
さ
れ
、
か
れ
ら
の
労
働
集
約
力
に
依
存
す
る
の
が
一
般
的
な
傾
向
と
な
っ
て
い
た
。

や
や
推
測
を
た
く
ま
し
く
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
場
合
に
、
「
口
分
田
坪
付
勘
注
文
」
と
い
っ
た
も
の
が
郡
司
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
た

(U} 

可
能
性
も
想
定
さ
れ
よ
う
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
難
題
の
「
播
本
帳
」
は
、
前
後
の
文
脈
か
ら
、
恐
ら
く
「
郡
の
使
者
が
主
体
と
な
っ
て
郷
ご
と
に
作
成
さ
れ
、

各
坪
ご
と
に
稲
の
作
付
け
を
進
め
た
実
耕
作
者
を
調
物
貢
納
者
と
し
て
書
き
上
げ
た
帳
簿
」
と
見
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。
そ
の
際
、

実
耕
作
人
の
意
味
を
合
意
さ
せ
る
た
め
、
種
を
蒔
く
グ
播
種
8

の
語
葉
と
よ
ロ
帳
。
の
意
味
の
9

本
4
帳
を
合
し
て
「
播
本
帳
」
と
呼

11 

ぷ
帳
簿
を
、
郡
が
派
遣
し
た
専
当
官
人
に
作
成
さ
せ
て
い
た
と
解
釈
し
て
は
ど
う
で
お
ろ
う
か
。
既
に
先
学
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
部
分
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も
参
考
に
し
つ
つ
、
前
後
の
文
脈
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
推
論
し
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
本
史
料
か
ら
推
測
す
る
と
、
当
帳
簿
は
、
郷

の
土
地
支
配
の
な
か
で
現
場
で
の
徴
収
に
使
わ
れ
る
実
務
的
台
帳
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
当
時
、
他
の
公
的
帳
簿
と
照
合
し
な
が
ら
、
坪
ご
と
に
堪
百
姓
に
請
け
負
わ
せ
た
土
地
の
グ
在
地
一04
4山
地6
を
確
認
す
る

勘
検
手
続
き
が
郷
専
当
を
使
う
な
ど
し
て
郡
使
の
子
で
進
め
ら
れ
て
い
た
。
坪
付
勘
注
記
に
「
地
に
あ
り
」
「
地
に
な
し
」
と
表
示
し

た
方
法
こ
そ
が
、
こ
れ
ら
の
語
句
の
成
り
立
ち
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
後
段
の
文
脈
と
分
離
さ
れ
る
傾
向
の
あ
っ
た
本
史
料
は
比
較
的
一
貫
性
を
も
っ
て
解
読
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
先

に
問
題
と
し
た
「
在
地
郷
郷
」
の
箇
所
も
、
他
に
多
く
見
え
る
在
地
成
語
、
「
在
地
国
郡
」
や
「
在
地
郡
司
」
「
在
地
万
繭
」
な
ど
、
行

政
組
織
に
「
在
地
」
を
冠
し
た
用
法
|
|
立
券
手
続
き
な
ど
公
証
過
程
で
生
じ
た
同
類
の
用
法
と
見
な
す
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
か
つ
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、

日
分
田
が
有
力
百
姓
ら
の
私
有
地
化
し
た
り
、
同
じ
く
「
名
」
が
所
有
地

化
す
る
と
い
っ
た
論
に
は
否
定
的
な
見
解
を
導
く
こ
と
と
な
る
。
む
し
ろ
、
九
世
紀
に
お
け
る
田
堵
百
姓
層
の
台
頭
の
な
か
で
、
国
街

の
団
地
管
理
政
策
の
展
開
が
堪
百
姓
の
調
絹
の
請
負
体
制
の
編
成
へ
と
つ
な
が
っ
て
行
っ
た
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
点
で
、
本
史
料
の
も
つ
本
来
の
意
義
、
百
姓
名
の
初
出
史
料
と
し
て
の
意
味
を
再
度
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
主
題
か
ら
は

ず
れ
る
の
で
、
次
節
で
は
史
料
成
立
の
背
景
を
「
坪
付
」
表
示
の
展
開
と
い
う
点
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

二
、
史
料
の
背
景
!
|
「
坪
付
」
に
つ
い
て

当
時
の
土
地
支
配
の
な
か
で
は
、
土
地
の
領
有
や
そ
の
権
利
、
ま
た
請
作
者
、
地
子
な
ど
の
請
負
者
な
ど
の
確
認
は
ま
ず
条
里
の
坪

ご
と
に
、
そ
の
土
地
を
管
理
し
て
い
る
上
司
た
る
京
職
や
国
郡
司
な
ど
職
務
担
当
者
の
確
認
を
得
る
の
を
常
と
し
、
条
里
上
の
坪
ご
と



に
必
要
な
土
地
情
報
と
し
て
付
記
す
る
こ
と
を
「
坪
付
」
と
称
し
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
検
討
史
料
の
「
無
地
」
「
在
地
」
も
こ
う
し
た
坪
付
の
勘
注
記
に
由
来
し
た
と
い
う
の
が
私
の
解
釈
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
推
論
を
確
か
め
る
た
め
、一
O
世
紀
を
中
心
に
「
坪
付
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
た
だ
分
厚
い
条
皇
制
研
究
の
蓄
積

の
な
か
で
も
、
条
里
の
下
部
に
位
置
す
る
「
坪
」
の
成
り
立
ち
ゃ
「
坪
付
」
の
研
究
は
意
外
に
乏
し
く
、
常
識
以
上
の
も
の
は
見
出
せ

な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
条
里
が
中
世
に
か
け
て
存
続
し
て
ゆ
く
事
情
を
解
明
す
る
上
に
も
、
条
旦
坪
付
が

「承平二年丹波国牒」の背景

平
安
時
代
の
社
会
経
済
上
に
有
し
た
機
能
的
研
究
は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
視
点
な
く
し
て
粂
里
表
記
や
条
里
地
割
り
が
長
く
後
世
に

存
続
し
た
理
由
を
解
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
も
感
ず
る
。

ま
ず
従
来
説
明
さ
れ
て
き
た
「
坪
」
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
「
坪
」
の
初
見
史
料
は
、
天
平
一
九
年
(
七
四
七
)
の
大
安
寺
伽
藍
縁
起

(
ロ
)

井
流
記
資
財
帳
で
平
城
京
に
お
け
る
寺
地
の
所
在
を
示
し
た
も
の
と
見
る
見
解
で
一
致
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
大
安
寺
の
園
を
「
合

一
在
左
京
七
条
二
坊
十
四
坪
、
一
在
同
京
同
条
三
坊
十
六
坪
」
(
傍
点
筆
者
、
以
下
同
じ
)
と
表
記
し
て
い
る
。
ま
た
一

(
日
)

の
越
前
国
坂
井
郡
符
が
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

菌
地
武
処

方
、
「
条
里
坪
」
の
初
見
史
料
は
、
管
見
の
範
囲
で
は
、
延
暦
一
五
年
(
七
九
六
)

そ
れ
は
、
坂
井
郡
司
が
荒
木
磯
万
呂
に
東
大
寺
の
溝
庄
田
一
町
五
段
一
六

O
歩
の
妨
害
停
止
を
命
じ
た
も
の
で
、
庄
田
の
所
在
を
「
口

口
九
条
一
里
九
日
七
段
-
二
十
二
坪
八
段
百
六
十
歩
」
と
あ
る
も
の
が
早
い
よ
う
で
あ
る
。
前
段
の
「
九
口
七
段
」
も
「
九
坪
」
で
あ

ろ
う
。
な
お
、

そ
れ
以
前
の
条
里
の
下
位
表
記
は
、
奈
良
時
代
の
田
図
も
含
め
て
、

て
こ
な
ど
の
序
数
の
み
の
も
の
で
あ
る
。

13 

「
坪
」
表
示
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
も
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
天
平
神
護
二
年
(
七
六
六
)
の
越
前
国
足
羽
郡
司

(U) 

解
が
、
別
鷹
山
町
治
田
と
東
大
寺
野
占
地
と
の
混
乱
を
来
し
た
土
地
を
、
「
所
訴
八
段
西
南
四
条
七
桑
原
西
里
八
貯
栗
川
庄
所
」
と
、

条
里
の
下
住
を
「
坊
」
と
し
て
い
る
の
は
、
先
の
大
安
寺
の
平
城
京
の
園
地
が
「
坪
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
併
せ
て
、
八
世
紀
後
半
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の
時
期
に
は
「
坪
」
に
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
一
証
と
も
な
り
、
条
・
里
・
坪
名
の
成
立
を
、
八
世
紀
後
半
か
ら
末
期
の
聞
と
見
る

(
日
)

こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
本
事
例
を
越
前
特
有
の
地
名
表
記
と
見
る
見
解
も
あ
り
、
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
成
立
も
遡
る
こ

と
は
考
え
ら
れ
る
が

一
方
で
、
関
係
文
書
の
土
地
表
示
上
、
所
在
地
を
指
称
す
る
便
宜
の
た
め
に
「
坪
」
表
示
が
広
が
っ
た
な
ど
複

数
の
理
由
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
売
券
な
ど
、
券
文
の
事
例
を
検
討
す
る
が
、
そ
の
前
に
「
条
里
坪
付
」
の
一
般
的
意
義
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

を
巡
ら
す
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

土
地
表
示
の
点
か
ら
見
た
場
合
、
条
里
坪
に
よ
っ
て
目
的
物
の
「
地
」
に
つ
い
て
の
客
観
表
示
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ら
が
大
陸
の
諸
国
に
い
ま
だ
所
見
の
な
い
表
記
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

日
本
古
代
国
家
の
水
田
支
配
な
ど
、
日
本
固
有
の
社

会
経
済
条
件
に
由
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

金
田
章
裕
は
、
条
里
制
と
条
里
プ
ラ
ン
を
厳
密
に
区
分
す
る
意
義
を
強
調
し
て
、
条
里
呼
称
法
に
よ
る
土
地
表
示
シ
ス
テ
ム
の
成
立

(
M
M
)
 

が
、
八
世
紀
半
ば
以
降
の
墾
田
の
急
増
と
、
校
田
・
班
田
の
作
業
量
の
激
増
に
よ
っ
て
成
立
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
説

を
私
も
積
極
的
に
支
持
し
た
い
と
思
う
。
氏
の
学
説
は
主
に
条
里
プ
ラ
ン
の
存
続
と
い
う
関
心
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の

土
地
表
示
の
在
り
方
な
ど
を
考
え
る
と
、
各
種
の
土
地
券
文
に
現
れ
る
よ
う
な
土
地
領
有
の
頻
繁
な
異
動
と
そ
れ
ら
に
伴
う
公
権
の
土

地
支
配
、
公
証
制
の
展
開
と
い
う
視
点
か
ら
こ
れ
ら
を
深
め
る
必
要
も
あ
る
と
考
え
る
。

九
世
紀
に
は
、
開
墾
地
の
領
有
権
が
広
く
認
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
奈
良
時
代
の
「
初
期
庄
園
」
史
料
に
し
ば
し
ば
起
こ
っ
た
寺

地
と
個
別
の
治
田
の
登
録
ミ
ス
な
ど
の
過
ち
は
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
私
的
土
地
領
有
の
秩
序
に
大
き
な
混
乱
を
来
た
し
か
ね
な
い

(
ロ
)

問
題
を
は
ら
ん
で
い
た
。
開
発
の
推
進
や
土
地
領
有
の
移
動
に
伴
い
土
地
公
証
制
を
確
立
さ
せ
て
ゆ
く
前
提
と
し
て
、
行
政
の
ど
の
レ



ベ
ル
で
あ
れ
、
誰
も
が
間
違
い
な
く
共
通
し
た
認
識
が
得
ら
れ
る
客
観
的
な
土
地
表
示
法
の
徹
底
が
ま
ず
求
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
が
も
っ
様
々
な
情
報
1

面
積
、

と
き
に
請
作
者
名
な
ど
が
付
記
さ
れ
関
係

国
種
・
荒
熟
・
見
損
の
区
別
、

機
関
の
相
互
で
交
換
す
る
こ
と
も
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
「
坪
付
」
と
は
そ
う
し
た
土
地
に
関
わ
る
多
様
な
情
報
を
公
的
な
裏

付
け
を
得
て
記
載
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
行
政
用
語
で
あ
る
と
い
う
の
が
私
な
り
の
理
解
で
あ
る
。

つ
ま
り
条
里
坪
付
が
長
き
に
わ
た
っ
て
存
続
し
て
ゆ
く
背
景
に
は
、
公
権
に
よ
る
統
一
的
な
土
地
表
示
法
の
成
立
を
ま
ず
前
提
と
し

「承平二年丹波国牒」の背景

て
、
頻
繁
に
土
地
の
移
動
が
行
わ
れ
た
時
代
に
お
い
て
太
政
官
か
ら
郡
郷
司
や
耕
作
者
に
い
た
る
ま
で
、

(
刊
日
)

ら
れ
続
け
た
と
い
う
社
会
経
済
事
情
が
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
貫
し
た
主
地
表
記
が
求
め

奈
良
時
代
後
期
こ
ろ
か
ら
太
政
官
符
に
よ
る
土
地
領
有
権
の
認
知
や
公
験
の
獲
得
が
進
み
、
そ
の
認
定
結
果
は
間
違
い
な
く
国
郡
に

徹
底
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
免
除
や
土
地
税
の
賦
課
な
ど
の
申
請
に
お
い
て
も
正
確
な
土
地
表
示
法
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

「
坪
」
と
は
条
里
制
の
も
と
で

一
里
H

六
町
四
方
内
に
区
画
さ
れ
た
三
六
の
坪
を
数
値
化
し
た
一
町
の
面
積
単
位
の
順
列
表
記
と

い
え
る
が
、
同
じ
坪
内
に
各
種
の
田
畠
や
領
有
主
を
異
に
す
る
土
地
が
併
存
し
た
場
合
、
時
に
各
「
坪
」
に
か
け
て
坪
内
の
土
地
に
関

す
る
付
記
が
必
要
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
土
地
の
帰
属
を
判
別
す
る
際
に
行
わ
れ
た
土
地
の
対
検
で
は
、
他
の
田
図
や
公
験
に

対
応
す
る
情
報
記
載
(
勘
注
記
)

が
該
当
の
坪
ご
と
に
付
さ
れ
る
事
例
が
増
加
す
る
。
時
代
と
と
も
に
複
雑
化
し
て
ゆ
く
様
々
な
個
別

的
土
地
領
有
化
の
進
行
の
な
か
で
、
九
世
紀
以
降
、
各
種
の
坪
へ
の
付
記
が
特
に
「
坪
付
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
従
来
の
条
里
制
研
究
の
な
か
で
、
条
里
表
記
に
議
論
が
限
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
の
は
条
里
制
の
存
続
論
と

15 

し
て
は
十
分
で
は
な
く
、
条
里
の
土
地
管
理
機
能
が
現
実
に
発
揮
さ
れ
て
ゆ
く
「
坪
付
」
の
展
開
の
う
ち
に
そ
の
意
味
が
も
っ
と
問
わ
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(
川
口
)

れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
感
ず
る
。

坪
付
は
、
個
別
的
な
目
的
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
様
態
は
多
く
の
類
型
に
分
か
れ
る
も
の
の
、

一
0
1

一
一
世
紀
前
期

に
限
定
し
た
場
合
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
用
法
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
を
概
略
す
る
と
、
ま
ず
現
地
で
の
調
査
を
反
映

で
き
る
仕
組
み
を
伴
っ
て
い
る
と
い
う
点
と
、
坪
付
勘
注
に
国
郡
可
が
主
導
的
役
割
を
占
め
て
い
る
と
い
う
点
は
無
視
で
き
な
い
特
質

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
条
里
坪
付
に
は
そ
う
し
た
こ
と
を
実
現
す
る
構
造
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
残

さ
れ
た
紙
幅
で
個
々
の
史
料
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
現
地
に
お
け
る
坪
付
勘
検
の
事
例
と
し
て
、
承
和
九
年
(
八
四
二
)

(
初
)

の
因
幡
国
高
庭
庄
預
解
の
庄
田
損
益
帳
が
あ
る
。
そ
こ

で
は
五
町
八
段
余
の
庄
田
か
ら
無
実
田
六
段
余
を
除
い
た
見
定
田
五
町
一
段
余
が
国
図
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
川
成
や
早
魅
損
回
を
含

む
散
田
三
町
二
段
余
が
除
か
れ
た
一
町
九
段
余
が
得
田
と
し
て
報
告
さ
れ
る
。
そ
の
散
田
部
分
に
つ
い
て
、
「
見
損
」
「
見
成
」
「
荒
一

段
」
な
ど
の
異
筆
注
記
が
加
え
ら
れ
、
文
書
の
末
尾
に
「
所
申
寺
田
損
、
以
七
月
二
十
二
日
望
地
見
検
、
所
申
有
実
」
と
の
書
き
入
れ

が
あ
っ
て
、
前
日
に
国
司
が
太
政
官
に
受
け
入
れ
の
返
抄
を
付
し
た
東
大
寺
使
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
寺
使
が
国
使
と
と
も
に
、
荒
損

田
の
「
望
地
見
検
」
し
た
結
果
が
異
筆
書
き
入
れ
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
同
年
の
因
幡
国
可
解
で
は
、
寺
使
の
受
け
入
れ

は
、
東
大
寺
の
申
請
に
お
い
て
各
国
の
東
大
寺
家
の
墾
田
陸
田
の
実
態
は
使
者
を
派
遣
し
て
勘
検
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
こ
と
な
ど
が

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
調
査
の
結
果
は
坪
付
の
形
式
で
庄
頂
が
作
成
し
寺
使
の
現
地
確
認
を
経
た
上
で
、
東
大
寺
に
報
告
さ
れ
得
田
の
上

中
下
の
生
産
高
に
応
じ
て
地
子
が
納
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
史
料
に
よ
っ
て
、
各
坪
ご
と
に
損
田
な
ど
の
実
否
を
使
者
が
確
認
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
坪
付
利
用
の
実
態
が
分
か
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
に
は
国
司
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
り
、
九
世
紀
前
期
の
段
階
で
の
坪
付
勘
注
が
公
権
の
認
知
の
も
と
に
進



め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

次
に
、
貞
観
元
年
(
八
五
九
)の
東
大
寺
領
近
江
国
愛
依
智
庄
で
は
、
庄
検
田
使
が
三
町
余
の
寺
田
の
各
坪
ご
と
に
地
子
の
収
納
の

(
氾
)

現
況
を
詳
細
に
報
告
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
坪
付
に
は
、
し
ば
し
ば
と
「
臨
地
勘
見
熟
」
「
臨
地
見
」
「
臨
地
勘
」
「
臨
勘
」
な
ど
と

記
さ
れ
、
田
堵
と
の
対
応
や
前
使
と
の
違
い
な
ど
、
寺
使
の
活
動
状
況
が
記
録
さ
れ
て
い
て
、
九
世
紀
後
期
に
か
か
る
坪
付
の
作
成
の

過
程
が
判
明
す
る
貴
重
な
事
例
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
内
容
に
は
日
分
田
に
支
給
さ
れ
た
も
の
か
ら
寺
田
へ
の
田
種
の
変
更
、
公

「承平二年丹波国牒」の背景

文
の
参
照
、
売
却
の
百
姓
治
田
か
ら
の
地
子
徴
収
な
ど
、い
ず
れ
も
国
衝
の
介
在
な
く
し
て
実
施
の
困
難
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
て
東

大
寺
の
み
で
決
着
し
た
問
題
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
寺
使
の
活
動
が
近
江
国
司
の
公
認
の
も
と
に
展
開
し
た
こ
と
は

明
ら
か
で
、
こ
れ
も
当
時
に
お
け
る
「
坪
付
」
の
在
り
方
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

一
O
世
紀
前
半
に
か
か
る
史
料
と
し
て
は
、
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
る
延
喜
一
一
年
(
九
一
一

v
四
月
一
一
日
、
東
大
寺
上
座
大
法
師

{n) 

慶
費
愁
状
を
例
と
す
る
。
内
容
は
次
の
三
段
か
ら
な
っ
て
い
る
。

(
一
)
東
大
寺
僧
の
慶
賛
は
、
大
和
国
添
上
郡
京
東
五
条
の
五
里
五
坪
、
四
里
三
十
二
坪
の
家
地
三
段
・
墾
田
四
段
一

O
O
歩
を
本
主
石

川
瀧
雄
か
ら
買
得
し
た
命
願
が
弟
子
の
恩
正
、そ
し
て
慶
賛
と
伝
領
し
た
と
し
て
い
た
が
、
元
興
寺
僧
の
玄
阿
法
師
か
ら
自
墾
田
で
あ

る
と
の
主
張
に
出
会
い
、
改
め
て
、
万
祢
・
郡
司
に
申
請
し
、
玄
阿
法
師
の
公
験
と
の
勘
校
を
ま
ず
求
め
る
。
こ
れ
に
応
じ
て
郡
司
は

在
地
所
司
た
る
候
司
に
同
じ
指
示
を
下
す
手
続
き
を
進
め
る
。
し
か
し
、
玄
阿
は
公
験
に
よ
る
勝
定
の
手
続
き
を
と
ら
な
い
ま
ま
に
、

在
地
を
領
し
た
つ
づ
け
た
た
め
、
慶
賛
側
は
、
そ
の
事
情
は
「
保
司
と
万
祢
の
日
記
文
」
に
明
ら
か
と
し
て
、
ま
ず
万
祢
に
申
請
を
行

会
一
)
こ
の
申
請
文
書
に
対
し
万
祢
の
連
名
に
よ
る
詳
細
な
添
え
書
き
が
な
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
慶
賛
の
愁
状
に
対
し

っ
た
。
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て
は
、

か
つ
て
延
喜
六
年
に
、
郡
司
は
条
司
と
万
祢
に
「
坪
坪
破
定
」
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
も
の
の
公
務
に
障
害
が
あ
り
、
弁
定
が
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行
わ
れ
な
い
ま
ま
年
月
を
経
て
い
た
た
め
(
再
度
)
坪
坪
の
「
破
定
」
の
た
め
、
公
験
を
突
き
合
わ
せ
る
べ
く
(
両
者
に
)
連
絡
し
た
。

し
か
し
慶
賛
が
公
験
を
も
ち
(
現
地
に
)
向
か
っ
た
も
の
の
、
玄
阿
は
重
ね
て
の
指
示
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
国
郡
帳
に
付
さ
れ

て
い
る
公
験
を
提
出
す
る
こ
と
な
く
対
検
も
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
慶
賛
の
公
験
の
国
郡
判
が
明
ら
か
と
し
て
万
祢
ら
が
、

(
慶

賛
の
言
い
分
を
認
め
て
証
明
の
)
連
署
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
「
坪
坪
破
定
」
と
は
坪
付
上
に
領
有
の
所
在
を
改
め
て
確
定
す

る
公
証
行
為
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
専
ら
条
司
が
進
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(
三
)
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
国
老
以
下
の
郡
司
の
判
が

下
さ
れ
た
。

(
幻
)

本
史
料
は
、
家
地
や
墾
田
の
「
在
地
弁
定
」
を
一

O
世
紀
初
頭
の
段
階
で
証
す
る
貴
重
な
事
例
で
あ
り
、
ま
た
、
刀
祢
が
「
保
司
」

と
と
も
に
、
坪
付
勘
検
の
任
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
は
、
後
世
に
つ
づ
く
公
証
の
仕
組
み
が
早
い
段
階
で
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
勘
検
を
専
任
し
た
条
司
の
存
在
も
坪
付
の
業
務
の
重
要
さ
を
推
測
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

当
時
に
お
い
て
坪
ご
と
の
権
利
関
係
の
確
定
行
為
が
、
対
立
や
紛
争
、
訴
訟
な
ど
の
決
着
に
土
地
行
政
上
不
可
欠
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
意
味
で
、
在
地
弁
定
の
手
続
き
に
、
多
く
の
場
合
、
「
坪
付
」
が
付
帯
し
て
い
た
と
じ
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
M
)
 

の
美
作
広
並
の
男
真
生
の
立
券
文
に
よ
る
と
、
六
町
二
段
余
の
治
田
に
つ
い
て
、
父
親
の
代
に
帥
の
館

次
に
天
慶
三
年
(
九
四
O
)

に
坪
付
が
進
め
ら
れ
た
の
み
で
「
在
地
公
験
」
を
立
て
る
こ
と
な
く
死
去
し
た
た
め
、
改
め
て
そ
の
条
里
坪
に
よ
り
国
判
を
申
請
し
た

そ
の
一
部
が
大
分
寺
の
所
領
で
あ
る
こ
と
が
公
験
で
確
認
さ
れ
、
こ
れ
を
除
い
て
申
請
し
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
坪
付
が
公
験

を
拠
り
所
に
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
坪
付
表
記
が
公
証
制
の
枠
組
み
の
な
か
で
発
達
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も

の
と
い
え
よ
う
。

(
お
)

ま
た
一
O

世
紀
末
期
丹
事
例
と
し
て
、
正
暦
三
年
(
九
九
一
)
大
和
国
使
牒
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
、
東
大
寺
の
春
日
庄
を
、



菟
足
社
・
院
領
田
と
し
て
興
福
寺
が
押
領
し
た
と
す
る
弁
定
要
請
を
受
け
て
、
大
和
国
使
が
裁
定
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
当
初
、
東

大
寺
は
太
政
官
に
裁
定
の
申
請
を
出
す
が
、
太
政
官
は
大
和
国
に
「
在
地
購
定
」
を
指
示
。
こ
れ
に
よ
り
国
使
は
郡
司
と
と
も
に
「
在

一
地
」
に
到
着
、
公
験
対
校
の
た
め
、
東
大
寺
・
興
福
寺
両
者
に
連
絡
す
る
も
の
の
、
興
福
寺
は
寺
使
は
送
っ
て
も
、
民
部
省
勘
文
と
国

田
所
図
券
の
み
で
、
公
験
を
持
た
ず
、
ま
た
蒐
足
社
も
藤
原
扶
高
の
「
社
務
進
退
」
で
公
験
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
述
べ
、
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未
だ
、
弁
決
の
で
き
な
い
こ
と
を
使
者
の
「
慨
怠
」
で
な
い
と
弁
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
争
論
の
団
地
あ
る
い
は
現
場
で
国
使
が
郡
司

に
よ
る
坪
付
勘
注
を
指
示
す
る
の
は
、
対
検
の
実
態
に
沿
っ
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
「
但
候
公
家
裁
定
之
問
、
其
坪

坪
田
、
暫
不
可
令
耕
作
件
社
寺
人
々
者
」
と
あ
り
、
在
地
対
検
の
一
方
で
公
家
の
裁
定
の
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
。

権
門
・
寺
社
へ
の
寄
進
に
よ
り
荘
領
を
集
積
し
た
時
代
に
お
い
て
、
現
地
で
の
公
証
を
実
際
に
進
め
た
の
は
、
領
主
(
領
家
)
か
ら

発
遣
さ
れ
た
使
者
た
ち
で
あ
り
、
使
者
は
領
家
に
集
積
・
保
管
さ
れ
た
公
験
な
ど
の
支
証
文
書
を
帯
同
し
て
現
地
に
下
向
し
、
郡
司
・

万
祢
、
ま
た
相
論
相
手
か
ら
発
遣
さ
れ
た
使
者
と
の
対
勘
に
臨
む
こ
と
を
慣
例
と
し
て
い
た
。
そ
の
際
、
在
地
の
認
定
は
必
須
の
こ
と

が
ら
で
あ
り
、
文
書
上
に
記
さ
れ
た
土
地
の
所
在
表
示
に
よ
っ
て
、
各
種
の
公
証
手
続
き
、
土
地
の
弁
定
を
進
め
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
場
合
も
、
坪
付
勘
検
が
業
務
の
中
心
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

な
お
附
言
す
る
と
、
諸
多
の
公
証
関
係
文
書
!
公
験
を
始
め
と
す
る
、
売
券
、
譲
状
、
処
分
状
、
寄
進
状
、
施
入
状
、
各
種
免
判
申

請
文
書
に
は
、
決
ま
っ
た
粂
里
坪
(
あ
る
い
は
坪
付
)
表
示
を
加
え
る
の
を
常
と
し
て
お
り
、
規
範
と
な
っ
た
書
式
は
八
世
紀
半
ば
に
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も
遡
る
早
い
段
階
で
定
め
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

八
世
紀
か
ら
一
O
世
紀
に
か
け
て
、
各
時
期
の
代
表
的
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
坪
付
の
機
能
を
た
ど
っ
て
来
た
が
、
時
代
を
下
れ

ば
、
さ
ら
に
各
種
の
訴
状
、
土
地
寄
進
状
、
領
主
の
注
進
状
、
給
田
の
充
行
状
な
ど
諸
多
の
文
書
上
に
坪
付
や
坪
付
勘
注
の
多
様
な
展
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開
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
承
平
二
年
丹
波
国
牒
の
文
中
の
語
句
を
手
掛
か
り
に
、
条
里
坪
付
が
主
に
公
証
制
の
運
用
の
な
か
で
維
持
さ
れ
た
土
地
表
示

法
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
き
た
。
蕪
雑
な
考
察
に
終
始
し
た
が
、
最
後
に
主
張
点
を
列
挙
し
て
結
び
と
し
て
お
き
た
い
。

結
び

一
、
承
平
二
年
丹
波
国
牒
の
「
無
地
」

「
在
地
」
は
、
当
時
広
く
行
わ
れ
た
坪
付
を
裏
付
け
と
す
る
用
語
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

二
、
同
史
料
で
の
「
口
分
田
」
を
め
ぐ
る
土
地
認
定
と
百
姓
名
を
単
住
と
す
る
調
絹
の
賦
課
は
一
連
の
行
政
過
程
と
思
わ
れ
る
。

三
、
本
史
料
成
立
の
背
景
に
は
、
条
里
坪
付
と
い
う
土
地
表
一
不
法
に
基
づ
く
坪
付
勘
注
の
手
つ
づ
き
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

四
、
坪
付
は
古
代
土
地
制
度
の
運
用
方
法
の
根
幹
を
な
し
て
お
り
、
坪
付
の
機
能
論
は
条
里
制
の
存
続
を
考
え
る
上
で
も
不
可
欠
の
問

題
と
思
わ
れ
る
。

五
、
こ
れ
ら
坪
付
の
展
開
を
理
解
す
る
上
に
、
平
安
時
代
に
お
け
る
土
地
公
証
の
視
角
を
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
二O
O

一
年
八
月
末
日

稿

註
(
1
)
本
史
料
に
関
わ
る
専
論
を
年
代
順
に
列
挙
す
る
。

竹
内
理
三
「
名
発
生
の
一
考
察
」
『
寺
領
荘
園
の
研
究
』
、
一
九
四O
年
、
後
に
『
竹
内
理
三
著
作
集
第
三
巻
』
所
収U
一
六
0
1

阿
部
猛
「
「
名
」
の
発
生
に
つ
い
て
」
史
潮
五
五
号
、
一
九
五
五
年
、
後
に
『
日
本
荘
園
成
立
史
の
研
究
』
所
収
。
一

0
0
1

石
母
田
正
「
中
世
的
土
地
所
有
権
の
成
立
に
つ
い
て
」
『
古
代
末
期
政
治
史
序
説
・
上
巻
』
封
建
的
諸
関
係
の
成
長
仏
二
O
五
l

、
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九
五
六
年

村
井
康
彦
「
名
成
立
の
歴
史
的
前
提
」
歴
史
学
研
究
一
二
五
号
、

収竹
内
理
三
「
「
名
」
発
生
に
つ
い
て
の
諸
説
」
日
本
歴
史
一
一
六
号
、

作
集
第
七
巻
』
所
収

戸
田
芳
実
「
富
豪
層
と
国
僑
領
の
「
名
」
」
史
林
四
二
巻
二
号
、
一
九
五
九
年
、

国
衡
と
富
豪
層
乱
三
入
i

三
九

宮
川
満
『
大
山
村
史
・
本
文
編
』
第
二
章
律
令
制
か
ら
荘
園
制
へ
ひ
六
八1
、
一
九
六
四
年

原
秀
三
郎
「
回
使
と
田
堵
と
農
民
|
回
堵
論
の
た
め
の
断
章
」
注
釈
、
日
本
史
研
究
八O
号
、
一
九
六
五
年

阿
部
猛
「
調
庸
制
の
変
質
と
臨
時
雑
役
制
の
成
立
」
『
律
令
国
家
解
体
過
程
の
研
究
』
第
一
一
編
第
三
章
乱
一
四
二

1

一
四
五
、
一
九

六
六
年

稲
垣
泰
彦
「
律
令
制
的
土
地
制
度
の
解
体
」
『
体
系
日
本
史
叢
書
六
・
土
地
制
度
史
I

』
、
一
九
七
三
年
、
後
に
『
日
本
中
世
社
会
史
論
』

所
収
。
一
四
四
1
(
本
文
の
引
用
は
『
社
会
史
論
』
与
一
五
七
)

中
野
栄
夫
「
王
朝
国
家
期
に
お
け
る
農
民
と
国
街
支
配
」
円
律
令
社
会
解
体
過
程
の
研
究
』
第
五
章
乱
二
四
二

i

二
四
三
(
翻
訳
文
}
、

一
九
七
九
年

森
田
悌
『
研
究
史
王
朝
国
家
』
与
一
一
一
一
i
B

一
三
三
、
一
九
八
O
年

西
山
良
平
「
律
令
制
社
会
の
変
容
」
『
講
座
日
本
歴
史
二
・
古
代
二
』B
-
五
六
、
一
九
八
四
年

辻
本
弘
明
「
在
地
裁
判
権
の
成
立
|
|
「
丹
波
国
牒
」
と
「
東
大
寺
三
綱
等
解
」
「
興
福
寺
政
所
下
文
」
他
六
史
料
の
検
討
」
『
中
世
武

家
法
の
史
的
構
造
l
i

法
と
正
義
の
発
展
史
論
』
第
二
章
所
収
、
初
出
は
一
九
九
一
年

勝
山
清
次
「
収
取
体
系
の
転
換
」
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
第
六
巻
・
古
代
五
』

U
一
五
0
1

一
五
一
、
一
九
九
五
年

(
2
)

「
平
安
時
代
土
地
公
証
制
試
論
|
|
在
地
・
領
主
・
文
書
」
ヒ
ス
ト
リ
ア
一
七
三
号
、
二
O
O

一
年

(
3
)
本
史
料
は
市
島
謙
吉
氏
の
所
蔵
後
、
安
田
善
次
郎
氏
の
手
に
わ
た
っ
た
が
、
安
田
文
庫
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
消
息
は
不
明
と
の

こ
と
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
特
別
資
料
室
の
教
示
に
よ
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
市
島
謙
吉
氏
所
蔵
文
書
影
写
本
に

一
九
五
八
年
、
後
に
改
稿
し
て
『
古
代
国
家
解
体
過
程
の
研
究
』
所

講
座
日
本
荘
園
史
・
第
十
一
講
、
一
九
五
八
年
、
『
竹
内
理
三
著

『
日
本
領
主
制
成
立
史
の
研
究
』
第
一
章
平
安
初
期
の
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従
う
。
平
安
遺
文
二
四
O
号

(
4
)
承
平
五
年
十
月
二
十
五
日
東
寺
伝
法
供
家
牒
東
寺
百
合
文
書
せ
平
安
遺
文
二
四
五
号

(
5
)
注
(
1
)諸
論
考
の
う
ち
、
村
井
康
彦
、
稲
垣
泰
彦
、
中
野
栄
夫
、
西
山
良
平
、
辻
本
弘
明
ら
の
諸
氏
は
、
在
地
に
「
土
地
が
あ
る
」

と
の
解
釈
を
与
え
る
。
一

(
6
)
注
(
1
)原
秀
三
郎
論
考
。

(
7
)
大
和
国
今
木
荘
坪
付
解
東
大
寺
文
書
平
安
遺
文
四
六
三
号
、
「
平
安
時
代
土
地
公
証
制
度
の
研
究
序
説
!
立
券
文
書
と
在
地
」

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
巻
、
二
O
O
O
年
、
参
照
。

(
8
)
大
和
国
僧
某
家
地
売
券
案
東
寺
百
合
文
書
せ
平
安
遺
文
一
一
九
一
号
、
前
掲
拙
稿
に
史
料
を
引
用
。

(
9
)
拙
稿
「
在
地
再
論
|
古
代
と
中
世
の
あ
い
だ
」
歴
史
の
理
論
と
教
育
一
一
一
号
、
二
O
O

二
年

(
叩
)
因
幡
国
高
庭
荘
検
田
帳
案
東
南
院
文
書
平
安
遺
文
一
九
三
号

(
日
)
延
長
七
年
伊
勢
大
神
宮
解
(
平
安
遺
文
二
三
四
号
、
二
三
五
号
、
い
ず
れ
も
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
)
に
は
、
飯
野
庄
内
の

「
神
民
口
分
回
坪
付
勘
文
」
「
寺
田
・
神
民
日
分
田
、
彼
此
為
別
巻
注
二
巻
」
の
所
見
が
あ
り
、
飯
野
郡
司
の
子
に
よ
る
伊
勢
大
神
宮
飯

野
庄
勘
注
が
伝
わ
る
が
(
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
、
平
安
遺
文
二
三
三
号
)
、
内
容
に
や
や
疑
殆
の
存
す
る
旨
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
お

り
、
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
回
種
に
対
応
す
る
坪
付
帳
が
作
成
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
止
め
て
お
き
た
い
。

(
ロ
)
『
国
史
大
辞
典
』
9

、
，
坪8
(
水
野
柳
太
郎
執
筆
)

(
日
)
越
前
国
坂
井
郡
符
石
崎
直
矢
氏
所
蔵
文
書
平
安
遺
文
一
三
号

(
H
)
越
前
国
足
羽
郡
司
解
東
南
院
文
書
大
日
本
古
文
書
・
巻
五

(
日
)
古
代
史
部
会
「
越
前
の
条
里
制
」
福
井
県
史
研
究
一
号
、
一
九
八
四
年
。
小
口
雅
史
編
著
『
デ
ジ
タ
ル
古
文
書
集
・
日
本
古
代
土
地

経
営
関
係
史
料
集
成
』
(
一
九
九
九
年
刊
)
の
教
示
に
よ
る
。

(
時
)
金
田
章
裕
『
条
里
と
村
落
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
(
一
九
八
五
年
刊
)
の
第
一
章
条
里
プ
ラ
ン
、
三
条
里
プ
ラ
ン
の
坪
の
区
画

の
機
能
と
維
持
で
は
、
「
坪
」
の
も
つ
歴
史
地
理
的
機
能
に
注
意
を
促
し
て
お
り
、
「
坪
付
」
の
社
会
経
済
上
の
意
味
を
考
え
さ
せ
る
。

ま
た
、
同
『
古
代
日
本
の
景
観
』
(
一
九
九
三
年
刊
)
所
収
の
論
考
の
う
ち
、
と
く
に
第
四
章
条
里
プ
ラ
ン
の
機
能
変
遷
と
条
里
地
割
。

本
論
は
こ
れ
ら
金
田
氏
の
論
考
か
ら
大
き
な
示
唆
を
得
て
い
る
。
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(
口
)
小
口
雅
史
(
注
目
)
、
同
著
で
は
、
東
大
寺
領
荘
園
へ
の
圧
迫
行
為
と
し
て
概
括
さ
れ
て
い
る
が
、
奈
良
時
代
当
時
の
個
別
領
有
権
が

国
司
業
務
の
な
か
で
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
時
期
の
一
連
の
混
乱
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

(
問
)
鎌
倉
時
代
に
か
け
坪
付
が
継
続
し
た
事
例
は
多
い
が
、
た
ま
た
ま
気
づ
い
た
一
例
を
挙
げ
る
と
、
「
三
鈷
寺
文
書
」
の
、

7

ち
長
元
三

年
(
一
O
三
O
)
三
月
十
日
山
城
国
紀
伊
郡
司
解
(
平
安
遺
文
五
二
三
号
)
の
立
件
文
書
の
裏
書
に
、
建
保
二
年
(
一
二
一
四
)
か
ら

承
久
三
年
(
一
二
二
一
)
に
至
る
十
カ
所
余
り
坪
ご
と
の
売
買
注
記
が
残
さ
れ
同
寺
の
土
地
集
積
過
程
を
物
語
る
。
十
三
世
紀
に
坪
付

が
土
地
表
記
に
用
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。
村
口
伸
一
氏
所
蔵
文
書
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
影
印
本
に
よ
る
。
f

(
四V

『
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
』
一
巻
か
ら
一
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
研
究
文
献
一
覧
」
を
通
覧
し
て
も
条
皇
制
の
存
続
と
い
う
観
点

か
ら
「
坪
付
」
の
社
会
機
能
に
注
意
を
払
っ
た
論
考
は
、
(
時
)
の
金
田
氏
の
論
説
以
上
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

国
政
上
で
坪
付
が
問
題
と
な
る
の
は
い
わ
ゆ
る
「
不
堪
佃
回
奏
」
の
場
合
で
不
堪
佃
や
開
発
田
に
つ
い
て
坪
付
帳
の
提
出
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
た
。
(
西
宮
記
・
巻
五
・
諸
国
損
不
堪
佃
田
事
、
北
山
抄
・
巻
三
・
官
奏
事
)
不
堪
佃
回
奏
自
体
は
一O
世
紀
に
は
形
式
化
が

進
む
と
さ
れ
る
が
、
朝
廷
に
お
い
て
国
可
に
坪
付
の
掌
援
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
意
味
は
小
さ
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

(
却
)
因
幡
園
高
庭
庄
預
解
東
南
院
文
書
平
安
遺
文
七
三
号

(
幻
)
近
江
国
養
父
郷
墾
田
売
券
金
比
羅
宮
文
書
平
安
遺
文
一
二
三
号

(
m
)
東
大
寺
上
座
大
法
師
慶
賛
愁
状
薬
師
院
文
書
平
安
遺
文
二

O
六
号

(
幻
)
条
司
は
後
世
に
も
現
れ
る
職
名
で
あ
る
が
、
用
法
か
ら
見
る
と
本
史
料
で
の
条
司
は
、
万
祢
の
職
務
を
分
掌
し
国
街
領
の
も
と
で
土

地
保
証
な
ど
を
進
め
た
後
の
そ
れ
と
は
名
称
は
同
じ
も
の
の
成
立
事
情
を
異
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
条
を
行
政
区
画
と
し

て
い
た
大
和
国
に
固
有
に
現
れ
た
、
公
証
を
任
務
と
す
る
万
祢
の
下
請
け
的
な
行
政
組
織
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。

(
M
)
美
作
真
生
解
東
大
寺
文
書
平
安
遺
文
二
四
七
号

(
お
)
大
和
国
使
牒
東
南
院
文
書
平
安
遺
文
三
五

O
号

(
文
学
研
究
科
教
授
)
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Period through this study. 

キーワード:承平二年丹波国牒、在地、無地、坪付、条里制



25 SUMMARY 

The Background of Johei ninen “Tanba Koku Chou" 

Takashi UMEMURA 

In this Artic1e 1 examine some subjects about one of faimous 

documents,“Shouhei ninen Tanbanokuni no Chou" (承平二年‘932' 丹

波国牒) which was written in the Midd1e of Heian Period. One of its 

subjects is,“Hyakushou Myou" (百姓名)， a unit of 1and tax. Though 

it is the first archive of many old materia1s, we have 10ts of unso1ved 

prob1ems. Bisides there are many vocabu1aries which we can not 

exp1ain the rea1 meanings enough yet. Particurar1y this document 

inc1udes a kind of misterious word.“Zaichi" (在地)， popu1er in those 

days, but very difficu1t to understand correctly. “ Zaichi" is the historｭ

ica1 word which was used in on1y Heian and Kamakura Periods. 

Really it meant the 1ands with the public proof in the background. 

But it continued to be misunderstood as possessions of 1ands by 

many researches for ha1f a century. This time 1 am convinced that 1 

cou1d prove the significance of this important word. And as the 

resu1t 1 interpreted the contexts of these sentenses from the other 

side. and cou1d find the new subject. In shor� 1 think that it re1ated 

with the way to express the 10cation of 1ands,“Tsubotsuke" (坪付). 

In the Ancient and Meadieva1 Ages this way to divide 1ands in 

squares,“Jourisei" (条皇制) were in force on every f1at areas of 

J apan. In fact “Zaichi "came from effects of “Tsubotsuke" which 

was unab1e to inspect in China or Korea at all and was especially an 

uniqe 1and system in 01d J apan. 1 am convinced that 1 cou1d solve 

some prob1ems of the socia1 and economica1 subjects on the Heian 




